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平成３１年度  宇都宮市立宮の原中学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画、網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す生徒像含む） 

○基本目標 『未来を拓く日本人を育てる』 

○具体目標（目指す生徒像） ・創造性に富む人 ・心豊かな人 ・最善を尽くす人 

○校  訓  自主創造 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

☆テーマ 『豊かな心をもって、自律・実践する生徒の育成』  

－ 希望・創造・感動 の校風をめざして － 

今、日本の社会は、大きな変化の時代を迎え、多くの若者にとって、夢を抱きにくい社会になったともいわれている。しか

し、社会がどのように変化しようと、人がその社会を生きていく厳しさは今でも変わらない。まして、生徒や家庭を取り巻く

状況は現在、日ごとにその厳しさを増していると同時に、教育現場への要求は限りなく、私たちの眼前に掲げられている。 

だからこそ、その社会を生きていく生徒たちは、困難や試練に負けずに生き抜いていく強さとたくましさ、そして、しなや

かさをもつこと、人への思いやりや感謝する心、感動する心などを育てていくことが重要である。 

そのためには、中学生という多感な時代に「希望・創造・感動」の世界を広げてやることが本校では必要であると考える。

希望は未来を創造し変えていく力、創造は生きる意欲と知恵、感動にはやる気を起こさせ、社会に生きて働く力や自己肯定

感、生きる優しさを育む力がある。そのような校風をつくることによって、自律（自分で立てた規則に従って、自分のことは

自分でやっていく力）・実践（粘り強く取り組み、それまでなかったものを作り出す力）する力が生徒一人一人に身に付くも

のと考える。 

 その育成のために、全職員が生徒と正面から向き合って、生徒の一人一人の「よさ」を認め、ほめて伸ばす教育活動を実践

していく。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1)○生徒の「生きる力」を育成するために個に応じた教育を進め、地域に根ざした活動を展開し、豊かな心、確かな学力、健

康や体力の育成に努めます。 

(2) 教育目標の具現化をめざし、全教職員が意欲と使命感を持って学校経営に参画し、生徒や保護者等の信頼や期待に応える

学校づくりに努めます。 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

(1) 自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を目指し、基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判

断力・表現力等の育成を重視した指導を徹底し、個性を生かす教育の充実を図るとともに、生涯教育の基盤を培うことをね

らって教育課程を編成する。 

(2) あらゆる教育活動の中で、また、学校・家庭・地域社会が一体となり、「学びあい、喜びあい、励ましあう」活動内容及び

場を設定し、生徒と教師、生徒同士及び地域の人々との交流を深めながら、お互いのよさを認め合い、信頼し合い、豊かな

人間関係の構築を図り、特色ある学校づくりを目指した教育課程を編成する。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】・豊かな心をもって、自律・実践する生徒の育成    ― 希望・創造・感動の校風をめざして ― 

【 学 習 指 導 】・自己の課題を意識し、主体的に学び取る度の育成 

 ―〇基礎・基本の定着を目指した魅力ある授業を通して― 

【 児 童 生 徒 指 導】・善いことを認め、ほめて自尊感情を育む基本的生活習慣の育成 

―〇元気なあいさつ、きまりを守る態度を育てるー 

【健康（体力・保健・食・安全）】  ・自分の健康や体力向上・安全に高い関心をもつ生徒の育成 

                     ―教科体育・学校行事の充実と健康や安全意識の高揚― 

[宮の原地域学校園教育ビジョン]  心豊かで 輝く子どもの育成 
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６ 自己評価（評価項目のＡは市共通、Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には、Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止、を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

 

生 

 

徒 

 

の 

 

姿 

Ａ１ 生徒は、進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】全体アンケー

ト「生徒は、授業中、話を

しっかりと聞いたり、発表

したりするなど、進んで学

習に取り組んでいる。」⇒

教職員の肯定的回答 90％

以上 

①○毎時間の授業の中に、授業の「ねら

い（課題）」と「振り返り」を定着させ、

生徒が目的意識をもって主体的に授業

に参加できる体制をつくる。 

②○わかりやすい授業展開を継続する

とともに、生徒のコミュニケーション能

力を高めるための授業の工夫を行う。 

Ｂ 

【達成状況】教職員の肯定的回答は 95.3％

で前年度を 6.9 ポイント、市の平均を 3.7 ポ

イント、指標値を 5.3 ポイント上回ってい

る。 

【次年度の方針】根本的な部分で、引き続き

学校全体が落ち着いていて授業に真面目に

取り組める雰囲気作りを大切にする。また、

小学校とも連携して、毎回の授業における

「課題提示」と「振り返り」の習慣化、コミ

ュニケーション能力向上の工夫を図る。 

Ａ２ 生徒は、思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】全体アンケー

ト「生徒は、誰に対しても、

思いやりの心をもって優

しく接している。」⇒教職

員の肯定的回答 90％以上 

①通常の学校生活や学校行事など、様々

な機会を捉えて、思いやりの心の大切さ

を指導していく。また、帰りの会などで

思いやりのある行動をとった生徒等の

事例を紹介、称賛することで啓発してい

く。 

②道徳の授業で指導内容項目「Ｂ-(6)思

いやり、感謝」の指導において、教材研

究を熱心に行い、充実かつ生徒の心に響

く授業を展開していく。 

Ｂ 

【達成状況】教職員の肯定的評価は 93.0％

で市の平均を 8.1 ポイント、指標値を 3.0 ポ

イント上回っている。今年度からの評価項

目であり、前年度との比較はできない。 

【次年度の方針】些細なことであっても「思

いやりのある言動」を取った生徒に対して

さりげなく個別に褒めてあげたり、時には

学級全体等にその言動を紹介して称賛した

りする。また、道徳の授業で指導内容項目

「Ｂ-(6)思いやり、感謝」の指導に力を入れ

ていく。 

Ａ３ 生徒は、きまりやマ

ナーを守って、生活を

している。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の生徒の

肯定的回答 90％以上 

①○同一歩調による生徒指導体制を構

築し、組織的対応で進めることで生徒の

規範意識を高めるとともに、リーダー育

成の機会を増やし、自立的な生活態度を

育てる。 

② 計画的な巡回指導、生徒一人一人に

目を向けたきめ細かな指導を通して、問

題の早期発見・解決に努めるとともに、

家庭と連携しながら長期的な視野で生

徒の変容を支援する段階的な指導体制

づくりを進める。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的評価は 89.6％で

前年度から 3.5 ポイント下がり、指標値に

0.6 ポイント及ばなかったが、市の平均より

は 1.5 ポイント上回った。 

【次年度の方針】学校生活の中で秩序がき

ちんと保たれることがすべての学校活動の

根幹である。教職員が常日頃より生活指導

を中心とした共通理解を図り、何事にも組

織的に対応していく。また、リーダーの育成

に力を入れ、自立的な集団にしていく。さら

に、問題の早期発見・解決に努めるよう、生

徒の些細な変化に対する情報交換がしやす

い職員間の雰囲気を大切にする。 
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Ａ４ 生徒は、時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の教職員

の肯定的回答 90％以上 

①○日常の教育活動全般を通して、相互

の人格を尊重し合う態度を育てるとと

もに、定期的に実施している生徒会によ

るあいさつ運動等、あいさつ励行の実践

の機会を設ける。 Ｂ 

【達成状況】教職員の肯定的評価は 90.7%

で前年度を 2.3 ポイント、市の平均を 8.7 ポ

イント、指標値を 0.7 ポイント上回った。 

【次年度の方針】日常の教育活動全般を通

してお互いの人格を尊重し合う態度、その

ためのあいさつの重要性をしっかりと指導

していく。そして、実践としては生徒会の定

期的なあいさつ運動や、教職員の登下校指

導の際のあいさつ励行等に力を入れてい

く。 

 

Ａ５ 生徒は、目標に向か

ってあきらめずに、粘

り強く取り組んでい

る。（Ａ７共通） 

【数値指標】全体アンケー

ト「私は、夢や目標に向か

ってあきらめずに、粘り強

く取り組んでいる」⇒生徒

の肯定的回答 85％以上 

① キャリア教育に力を入れ、常日頃か

ら将来の目標に向かって日々努力して

いくこと。あきらめずに粘り強く学習や

運動などに励み続けることの大切さを

指導していく。 

②○進路指導主事を中心に、３学年はも

とより１、２学年の保護者会等において

も生徒及び保護者に進路指導を行い、小

学校も含め学年の若いうちから継続的

な努力の大切さを啓発していく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 87.8％と

市の平均を 1.9 ポイント、指標値を 2.8 ポイ

ント上回っている。今年度からの評価項目

であり、前年度との比較はできない。 

【次年度の方針】小学校とも連携しつつ、キ

ャリア教育に力を入れ、生徒が自らの適性

をつかみ、将来への夢や希望をふくらませ、

実現に向けて今何をすべきなのかをしっか

り考えることができるようにしていく。ま

た、進路指導主事を中心に、中学 3 年生に

なってからの進路指導ではなく、1、2 年生

のうちから家庭での職業や進路に対する話

し合いの大切さを保護者に啓発していく。 

Ａ６ 生徒は、健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の生徒の肯

定的回答 85％以上 

① ① 生徒会の生活安全委員会や保健体

育委員会を中心に生徒会等の活動の充

実を図り、登下校時の安全や校内での安

全な生活、健康体力の向上などを意識し

た生活が送れるよう啓発していく。 

② ② 養護教諭や生徒指導主事、交通安全

係を中心に、保健体育科の授業に加わっ

たり、定期的な登下校指導、安全点検等

を行ったり、具体的な活動をしていく。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 94.9％と

市の平均を 1.8 ポイント、指標値を 9.9 ポイ

ント上回っている。今年度からの評価項目

であり、前年度との比較は出来ない。 

【次年度の方針】生徒会の保健体育委員会

や生活安全委員会を中心に、生徒たちが自

主的、自発的に健康や安全の大切さを学び

合い、健康体力の向上や病気の予防、危険を

察知し、安全・安心な生活ができるような力

を育てていく。また、保健体育科の授業や交

通安全教室等を活用し、具体的に大切なこ

とを指導していく。 

Ａ７ 生徒は、夢や目標を

もって、社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】全体アンケー

ト（Ａ５共通）「生徒は、夢

や目標に向かってあきら

めずに、粘り強く取り組ん

でいる」⇒教職員の肯定的

回答 90％以上 

① 道徳の授業において、特に指導内容

項目「Ｃ－(12)社会参画、公共の精神」、

「Ｃ－(13)勤労」に力を入れると共に、

常日頃より「夢や目標をもって、社会に

貢献していく」ことの大切さを指導して

いく。 

② 特に２学年で行う社会体験学習（宮

っ子チャレンジ）において本番はもとよ

り前後の指導も充実させ、社会に貢献で

きることの素晴らしさ、夢や目標をもつ

ことの大切さを学ばせる。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的評価が 83.7%

で市の平均を 3.3 ポイント上回ったが、指

標値には 6.3 ポイント至らなかった。今年

度からの評価項目であり、前年度との比較

は出来ない。 

【次年度の方針】道徳の授業において、特に

指導内容項目「Ｃ－(12)社会参画、公共の精

神」、「Ｃ－(13)勤労」の授業に力を入れた

り、２学年における社会体験学習を生かし

たりすることによって生徒に自ら学ばせ、

体験させ、「夢や目標をもって社会に貢献し

ていくことの素晴らしさ」を指導していく。 
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Ａ８ 生徒は、英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】全体アンケー

ト「生徒は、英語の授業や

ＡＬＴとの交流の際に、英

語を使ってコミュニケー

ションしている」⇒生徒の

肯定的回答 80％以上 

①○小学校の「外国語」の授業とも地域

学校園小中一貫教育の教科部会におい

て連携を図りつつ、中学校段階では「英

語」の授業においてできる限り英語でコ

ミュニケーションをとれるように指導

していく。 

②ＡＬＴにはできるだけ生徒との交流

を持ってもらい、授業中はもとより、休

み時間等の雑談等でも英語でコミュニ

ケーションをとるよう促していく。  

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 91.0％で

市の平均を 5.1 ポイント、指標値を 11.1 ポ

イント上回っている。今年度からの評価項

目であり、前年度との比較は出来ない。 

【次年度の方針】小学校の「外国語」の授業

とも連携し、中学校の「英語」と共に授業中

に使う言語をできるだけ英語とするよう心

がける。そのためにもＡＬＴをうまく活用

し、授業や休み時間のコミュニケーション

を英語で行うよう促していく。 

Ａ９ 生徒は、宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】全体アンケー

ト「私は、宇都宮の良さを

知っている」⇒生徒の肯定

的回答 85％以上 

①○小中一貫教育・地域学校園として小

学校低学年のうちから、特に社会科の授

業を中心に宇都宮の良さについて指導

していく。 

② 道徳の授業において、特に指導内容

項目「Ｃ－(16)郷土の伝統と文化の尊

重、郷土を愛する心」の授業を充実させ

ていく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 82.2％で

市の平均を 3.6 ポイント上回っているが指

標値からは 2.8 ポイント下回った。今年度

からの評価項目であり、前年度との比較は

出来ない。 

【次年度の方針】小学校とも連携し、社会科

や道徳科、総合的な学習の時間において「宇

都宮学」的な授業を行い、「宇都宮の良さ」

を自発的な学習を多く取り入れながら指導

していく。 

Ａ10 生徒は、ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の教職員

の肯定的回答 85％以上 

① 各教室に完備してある大型テレビ

を利用し、デジタル教科書や視聴覚教材

を積極的に活用していく。また、どの教

科においても必要に応じてＰＣ室や図

書室を有効活用していく。 

②○小中一貫教育・地域学校園として小

学校低学年のうちからＩＣＴ教育に力

を入れ、ＰＣ等の情報機器の活用に慣れ

親しませていく。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的評価が 74.4％

で、市の平均より 3.5 ポイント、指標値より

も 10.6 ポイント下回った。今年度からの評

価項目であり、前年度との比較は出来ない。 

【次年度の方針】各教室の大型テレビにデ

ジタル教科書等を映し出したり、ＰＣ室の

タブレットＰＣを利用したりするなど、Ｉ

ＣＴ機器を積極的に活用していく。そのた

めには、使う教職員側の研修も計画的に行

い、自在に操れるようになる努力をしてい

く。図書室の積極的な活用も行っていく。 

Ａ11 生徒は、高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】全体アンケー

ト（Ａ２共通）「生徒は、誰

に対しても、思いやりの心

をもって優しく接してい

る」⇒保護者の肯定的回答 

80％以上 

① 道徳の授業における指導内容項目

「Ｂ-(6)思いやり、感謝」、「Ｂ-(14)家族

愛、家庭生活の充実」の指導を充実させ

ていく。 

② 体育祭における「高齢者招待（歓迎

の言葉）」等の機会を捉え、常日頃より高

齢者に対する感謝やいたわりの心をも

つように指導していく。 

③○小学校とも連携し、小学校低学年の

うちから高齢者への感謝やいたわりの

心を指導していく。 

Ａ 

【達成状況】保護者の肯定的評価が 85.2％

で、市の平均を 1.3ポイント、指標値を 5.2％

上回っている。今年度からの評価項目であ

り、前年度との比較は出来ない。 

【次年度の方針】道徳の授業における指導

内容項目「Ｂ-(6)思いやり、感謝」、「Ｂ-(14)

家族愛、家庭生活の充実」の指導を充実させ

ていく。また、体育祭における「高齢者招待

（歓迎の言葉）」等の機会を捉え、常日頃よ

り高齢者に対する感謝やいたわりの心をも

つように指導していく。さらに、家庭、地域

とも協力し合い、幼い頃から高齢者への感

謝の気持ちを育てるような啓発活動を行

う。 
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Ａ12 生徒は、「持続可能

な社会」について、関

心をもっている。 

【数値指標】全体アンケー

ト「生徒は、環境問題や防

災等の『持続可能な社会』

について、関心をもってい

る」⇒生徒の肯定的回答 

80％以上 

① 社会科において「持続可能な社会」

についてしっかりと学ばせる。また、道

徳では指導内容項目「Ｄ-(20)自然愛護」

の指導を充実させていく。 

② 生徒会福祉委員会の「ペットボトル

キャップの回収」や「ベルマーク」収集

に力を入れ、活動の中で自然と「持続可

能な社会」に対する関心が高まるように

支援していく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 70.1％で、

市の平均を 1.5 ポイント上回ったが、指標

値を 9.9 ポイント下回った。今年度からの

評価項目であり、前年度との比較は出来な

い。 

【次年度の方針】現代社会において欠かせ

ないワードである。社会科や道徳科、総合的

な学習の時間等を中心に自発的に学ぶこと

を大切にしながらしっかりと指導する。ま

た、生徒会活動において、ペットボトルキャ

ップの回収等、具体的な活動を通して体感

的に学ばせていく。 

Ｂ２ 生徒は、学級での活

動、生徒会活動、学校

行事に自主的に取り

組み、自分の役割や責

任を果たそうとして

いる。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の生徒の

肯定的回答 90％以上 

① ① 学級での活動、生徒会活動、学校行

事等で、生徒が自主的に活動や運営に取

り組む場を設け、その役割や責任を果た

すよう支援することによって、生徒の自

主的・主体的な生活態度、自治意識など

を高めていく。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 95.5％で、

前年度を 1.2 ポイント下回ったが、指標値

を 5.5％上回っている。学校独自の評価項目

であるため市の平均は出ない。 

【次年度の方針】生徒会活動はもとより、学

級活動や学校行事等を教職員の支援のもと

で生徒が自主的、自発的に活動できるよう

に計画し、実践していく。諸活動を行ってい

く中で、生徒の自主性や責任感等を養って

いく。 

 

Ｂ３ 生徒は、健康を大切

にし、各種検診等で指

摘された場合は医療

機関で受診している。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の保護者

の肯定的回答が 90％以上 

③ ① 保健体育委員会中心に生徒会等の

活動の充実を図り、健康体力の向上に意

識が向くようにする。 

④ ② 養護教諭を中心に、「保健だより」等

において「健康体力の向上」に役立つよ

うな記事を多く載せ、啓発していく。 

⑤ ③ 各種検診で受診を求められた生徒

に対して、通知や家庭への電話連絡等で

受診を勧めていく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 92.6％で、

前年度を 5.1 ポイント下回ったが、前年度

の質問は単に「生徒は、健康を大切にしてい

る」で、医療機関での受診に関しては触れて

いないので一概に比較できない。指標値に

対しては 2.6 ポイント上回っている。学校

独自の質問のため、市の平均は出ていない。 

【次年度の方針】生徒会の保健体育委員会

の活動や保健体育科の授業を通して「健康

の大切さ」について考えさせ、指導してい

く。また、保護者とも連携し、各種検診で要

治療の指摘があった場合には治療を受ける

よう啓発していく。 

 

Ｂ４ 生徒は、授業で分か

らないことについて、

先生に質問している。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の保護者

の肯定的回答が 85％以上 

① 学習意欲を喚起させるための、個に

応じたきめ細かな対応や、適切な質と量

の家庭学習課題の定期的な提示やその

確認に努める。 

② 生徒との信頼関係を築くことによ

り、生徒が先生に質問しやすい雰囲気を

作り出していく。 
Ｂ 

【達成状況】保護者の肯定的評価は 58.3％

で前年より 1.9 ポイント、指標値より 26.7

ポイント下回った。質問の性質上、学校現場

で実状のよく分かる教職員及び生徒の肯定

的評価はそれぞれ 71.4％、87.9％と高かっ

た。次年度は、教職員又は生徒の評価を指標

値としたい。学校独自の質問のため、市の平

均は出ていない。 

【次年度の方針】「主体的・対話的で深い学

び」が新学習指導要領において強調されて

いる。授業等で分からないことについて先

生に質問するなど主体的に学ぶことが大切

な時代である。まずは、教職員が、新学習指

導要領をしっかり理解し、授業力の研鑽と

修養に励む。分かりやすい授業を通して、信

頼関係を築き、質問しやすい雰囲気を作り

出していく。 
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Ａ13 教職員は、特別な支

援を必要とする生徒

の実態に応じて、適切

な支援をしている。 

【数値指標】全体アンケー

ト「教職員は、特別な支援

を必要とする生徒や外国人

生徒等の実態に応じて、適

切な支援をしている」⇒教

職員の肯定的回答 90％以

上 

① 毎週１回の教育相談部会（月４回の

うち２回は支援委員会を兼ねる）を開

き、教育相談係（兼特別支援教育コーデ

ィネーター）を中心にＳＣやＭＳも参加

し、特別な支援を必要とする生徒や外国

人生徒等の実態に応じて適切な支援を

検討し、全職員の共通理解のもとに支援

を行っていく。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的評価は 88.4％

で、市の平均を 6.9 ポイント、指標値を 1.6

ポイント下回った。今年度からの評価項目

であり、前年度との比較は出来ない。  

【次年度の方針】毎週１回の教育相談部会

を充実させ、特別な支援を必要とする生徒

の実態を共通理解していくと共に、具体的

な支援策を立て、全職員に周知し、実践して

いく。支援に当たっては、ＳＣやＭＣの助

言、指導を十分に生かして実施していく。 

Ａ14 教職員は、いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】全体アンケー

ト「先生方は、いじめが許さ

れないことを熱心に指導し

てくれている」⇒生徒の肯

定的回答 90％以上 

 

①○「いじめはどの生徒にも起こりう

る」との認識の基、未然に防止するため

の取組の充実を図り、いじめの起こらな

い環境づくりに努める。 

② いじめの未然防止に向けて、常日頃

から実践している年に数回行う早期発

見のためのアンケートや生徒会生活安

全委員会が行ういじめゼロ集会等の具

体的方策をＨＰや学校・学年だより等を

通して保護者や地域に発信していく。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 96.1％で、

前年度を 0.5 ポイント下回ったが、市の平

均は 1.4 ポイント、指標値は 6.1 ポイント上

回っている。 

【次年度の方針】全教職員が「いじめはどの

生徒にも起こりうる」との認識の基、生徒の

授業中の様子や、休み時間・給食時等の様子

をよく観察し、些細な変化や、周囲の好まし

くない雰囲気等を敏感に察知するよう心が

ける。そして、そのことを担任や学年主任、

生徒指導主事等に報告、相談し、具体的に聞

き取りなども行い、早期発見、対応に努め

る。 

Ａ15 教職員は、不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】全体アンケー

ト「先生方は、一人一人を

大切にし、生徒がともに認

め励まし合うクラスをつ

くってくれている」⇒生徒

の肯定的回答 90％以上 

①○小中一貫教育・地域学校園として小

学校低学年のうちから不登校の傾向の

見られる児童に対する適切な支援を小

中が連携して検討、実施していく。 

② 不登校傾向の表れてきた生徒に対

しては、早期に週１回の相談部会で状況

報告、支援策の検討を行い、全職員の共

通理解の基で学級担任が中心となって

家庭と密に連携を取りながら支援を進

めていく。 

Ａ 

【【達成状況】生徒の肯定的評価が 95.4％

で、市の平均を 2.3 ポイント、指標値を 5.4

ポイント上回っている。今年度からの評価

項目であり、前年度との比較は出来ない。 

【次年度の方針】小学校から中学校に進学

する時期にいわゆる「中一ギャップ」による

不登校が増えるケースが多い。小学校との

連携を強化し、切れ目のない支援を行うこ

とが大切である。また、夏休みなどの長期休

業の後も同様である。いずれにしろ、教職員

が家庭との連携の基で、些細な兆候も逃さ

ずに互いに報告、相談を行う。さらに、週１

回の教育相談部会を活用し、不登校傾向の

見える生徒について、対応策を検討し、実際

に行っていく。 

 

Ａ16 教職員は、外国人児

童生徒等の実態に応

じて、適切な支援をし

ている。 

【数値指標】全体アンケー

ト（Ａ13 共通）「教職員は、

特別な支援を必要とする

生徒や外国人生徒等の実

態に応じて、適切な支援を

している」⇒教職員の肯定

的回答 90％以上 

① 外国人生徒の実態に応じて、週に１

回の教育相談部会で状況の報告、支援策

の検討を行い、全職員の共通理解の基で

適切な支援、合理的な配慮を行ってい

く。 

② 週に１時間は、該当生徒に対して市

教委の指定した日本語指導講師に日本

語の指導を受けさせる。 

③ 学級、学年を中心に、該当生徒を温

かい雰囲気で迎え入れることのできる

環境を整えていく。（インクルーシブ教育） 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的評価が 88.4％

で、市の平均を 6.9 ポイント、指標値を 1.6

ポイント下回っている。今年度からの評価

項目であり、前年度との比較は出来ない。 

【次年度の方針】最も大切なことは該当生

徒を温かく迎え入れることのできる集団作

りである。該当生徒の日本語能力等の実態

に応じて、教職員が共通理解を図り、日本語

指導の外部講師も含めた対応策を検討し、

寄り添う姿勢を忘れずに実践していく。い

わゆるインクルーシブ教育の一つである。 
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Ａ17 学校は、活気があ

り、明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】全体アンケー

ト「私は、今の学校が好き

である」⇒生徒の肯定的回

答 90％以上 

① 学級での係活動、生徒会活動、部活

動等で、生徒の自主的な活動意欲を高

め、責任感や向上心を育てる。 

② 校訓「自主創造」を学校行事や生徒

会行事の企画運営に生かすために、リー

ダー育成に力を入れ、生徒の自主的・主

体的活動を積極的に取り入れながら、明

るく活気のある教育環境の充実に努め

る。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 87.6％で

前年度より 4.4 ポイント、指標値を 2.4 ポイ

ント下回ったが、市の平均は 0.9 ポイント

上回っている。 

【次年度の方針】「やらされる活動」ではな

く、生徒が自ら進んで「自主的、自発的に行

う活動」となるよう、各行事や学級活動等を

計画し、生徒の達成感、自己有用感を高めて

いく。けじめをつけ、秩序ある学校生活を基

本とするが、その中にも笑顔あふれる授業

や行事等を織り交ぜていく。 

Ａ18 教職員は、分かる授

業や生徒にきめ細か

な指導を行い、学力向

上を図っている。 

【数値指標】全体アンケー

ト「先生方の授業は分かり

やすく、一人一人に丁寧に

教えてくれる」⇒生徒の肯

定的回答 90％以上 

① よく分かる授業の展開を目指し、教

員相互で授業を公開し合う「校内公開授

業」を通して授業力向上に努めるととも

に、学習相談などできめ細かな指導を図

る。 

② 少人数・習熟度別学習の内容・方法

等の研究、全校体制で取り組む特別支援

教育の充実等を通して、個に応じた学習

の推進を図る。 

Ｂ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 94.4％で、

前年度を 3.0 ポイント、市の平均を 4.5 ポイ

ント、指標値を 4.4 ポイント上回っている。 

【次年度の方針】新学習指導要領に準拠し

た「主体的・対話的で深い学び」を重視しつ

つ、生徒にとって「分かりやすく、一人一人

に丁寧に教えていく」授業を実践していく。

特に数学や英語については少人数・習熟度

別学習やＴＴ授業等も行い、個に応じた学

習の推進を図る。また、教材研究に時間を掛

けられるよう仕事を精選する。 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり、

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の教職員

の肯定的回答が 90％以上 

① 学校長を中心とした「チーム学校」

の考え方の基で教職員が諸々の懸案事

項に対して各係を中心にお互いに協力

体制を惜しまずに業務に取り組む職場

環境を構築していく。 

② 週に１回の校務運営委員会におい

て、懸案事項を協議し、具体策を検討し、

職員の共通理解の基でチームとして対

応していく。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的評価が 88.4％

で、前年度を 4.7 ポイント、市の平均を 1.0

ポイント上回ったが、指標値には 1.6 ポイ

ント及ばなかった。 

【次年度の方針】「チーム学校」の考え方の

基で、教職員が保護者や地域の力を借りな

がら、生徒のために一つの方向に向かって

一致団結して教育活動を行っていける環境

を整えていく。また、楽しく仕事ができるよ

うな雰囲気作りを皆が心がけていく。 

Ａ20 学校は、教職員の勤

務時間を意識して、業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の教職員

の肯定的回答が 80％以上 

① 全職員の健康を守るためにも、出退

勤時刻の把握を管理職が徹底し、全体的

に時間外勤務が多い場合には、週に１回

の校務運営委員会で原因と対策等を協

議、検討し、業務の効率化を図る具体策

を講じていく。 

② 個人的に時間外勤務が多い職員に

対しては、管理職が周囲の職員等から情

報を収集し、原因等をある程度把握した

上で個別に面談を行い、業務を効率化し

ていくための指導・助言を行う。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的評価が 69.8％

で前年度を 11.7 ポイント、市の平均を 2.3

ポイント上回っているが、指標値には 10.2

ポイント及ばなかった。指標値には及ばな

いものの前年度より大幅に数値がアップし

ている。いわゆる「働き方改革」が少しずつ

浸透してきていることが見て取れる。 

【次年度の方針】業務内容を十分に検討し、

削るべき仕事は思い切って削っていく。勤

務時間の長い教職員に対しては適切に助

言、指導を行い、効率的な業務遂行を進めさ

せる。 

 

Ａ21 学校は、「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】全体アンケー

ト「小中一貫教育・地域学

校園の取組を行っている」

⇒保護者の肯定的回答

85％以上 

①○小中一貫教育を推進するために、地

域学校園各小学校との情報交換及び、乗

り入れ授業をはじめとした連携の推進

に努める。 

Ｂ 

【達成状況】保護者の肯定的評価が、81.6％

で、前年度を 2.2 ポイント、市の平均を 5.7

ポイント、指標値を 3.4 ポイント下回って

いる。 

【次年度の方針】保護者の評価を指標とす

る限りは「小中一貫教育・地域学校園」の取

組内容について理解してもらう必要があ

る。ＨＰなどに活動の様子をマメにアップ

したり、各種たより等を発行したりするこ

とによって啓発を進め、協力も求めていく。 
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Ａ22 学校は、地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】全体アンケー

ト（Ａ23 共通）「私は、地域

や企業の方々と一緒に活

動することで学習が充実

し、楽しい」⇒生徒の肯定

的回答 85％以上 

①特に 1 学年においては、「総合的な学

習の時間」における「農業体験」や「職

業人に学ぶ」の授業等を通して、地域の

方々の教育力と学校が連携して特色あ

る教育活動を展開していく。 

②特に２学年においては、５日間の「社

会体験学習（宮っ子チャレンジ）」を通し

て、地域の企業等と連携しながら、キャ

リア教育をすすめ、特色ある教育活動を

展開していく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 82.5％で

前年度より 6.4 ポイント、指標値より 2.5 ポ

イント下回っている。市の平均よりは 1 ポ

イント上回っている。 

【次年度の方針】１学年における「農業体

験」や「職業人に学ぶ」の授業、２学年にお

ける「社会体験学習」、３学年における「保

育体験」の授業等をより充実させ、地域の教

育力を生かした特色ある教育活動を展開し

ていく。また、地域に対する感謝の気持ちを

育んでいく。 

Ａ23 学校は、家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て、よりよい生徒の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】全体アンケー

ト（Ａ22 共通）「学校は、家

庭、地域、企業等と連携・

協力して、教育活動や学校

運営の充実を図っている」

⇒保護者の肯定的回答

90％以上 

① 宮の原中学校地域協議会の提言等

を取り入れた教育活動の推進、地域の行

事等への参加を通して、家庭や地域、企

業等と連携を図った生徒の健全育成に

努める。 

Ａ 

【達成状況】保護者の肯定的評価が 82.4％

で、前年度より 6.3 ポイント、市の平均より

4.7 ポイント、指標値を 7.6 ポイント下回っ

ている。 

【次年度の方針】地域協議会の活動、地域の

行事等への生徒のボランティア参加、地域

の企業等と連携した社会体験や保育体験等

の諸活動をＨＰにマメにアップしたり、各

種たよりに掲載したりすることにより、活

動内容の周知や活動への理解と協力を得る

ことに努めていく。 

Ａ24 学校は、利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】全体アンケー

トで同様の設問の教職員

の肯定的回答が 85％以上 

①施設・設備面（ハード面）としては、

校舎や体育館入口へのスロープ、階段の

手すりや足下の滑り止め、エレベータ

ー、多目的トイレの設置などを公的機関

と連携して行っている。 

②生徒指導面（ソフト面）としては、校

舎内で走ったり暴れたりしないこと、廊

下の右側通行、落ち着いた態度で授業を

受けること、安全に十分に配慮した部活

動の実施等の指導を徹底していく。 

Ａ 

【達成状況】教職員の肯定的評価が 90.7％

で市の平均より 4.1 ポイント下回っている

が、指標値は 5.7 ポイント上回っている。今

年度からの評価項目であり、前年度との比

較は出来ない。 

【次年度の方針】本校のテニスコートは地

面から小石が露出している部分が多く安全

面で心配である。また、校庭の大きさから考

えた場合に、野球やサッカー、陸上などの部

活動を同時に行うためには防球ネットの整

備が欠かせない。それらの対策を市教育委

員会と連携しながら取っていく。また、常日

頃より、生徒指導部を中心に校内環境を整

えると共に、安全教育に力を入れていく。 

 

Ａ25 学校は、学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】全体アンケー

ト（Ａ10 共通）「生徒は、パ

ソコンや図書等を学習に

活用している」⇒生徒の肯

定的回答が 85％以上 

①「技術」の授業にとどまらず、「総合的

な学習の時間」等でＰＣ室を積極的に活

用し、「職業調べ」や「京都・奈良の寺社

調べ」及び発表のためのパワーポイント

での資料作りなどを行う。 

②月曜から金曜まで毎朝、読書の時間を

10 分間設けるとともに、図書室の開放、

図書室からの回覧文庫、学級文庫などを

有効に活用させ、読書の習慣化を図り、

豊かな心を育んでいく。 

Ａ 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 66.9％で

市の平均と同率であり、指標値には 18.1 ポ

イント及んでいない。今年度からの評価項

目であり、前年度との比較は出来ない。 

【次年度の方針】パソコンや図書等を学習

に活用しているが、決して頻度は多くはな

い。今年度（令和元年）にＰＣ室のパソコン

がタブレット型に入れ替えられたので教室

等に持ち出すことも可能になった。また、図

書室の蔵書も充実している。これらの学習

資源を積極的に活用するように心掛けてい

く。また、全教職員が自信を持ってＰＣ等を

操れるよう研修に力を入れる。 
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Ｂ１ 教職員は、自己の役

割と責任を自覚しな

がら、連携と協力を通

して、明るく活気ある

職場作りに努めてい

る。 

【数値目標】全体アンケー

トで同様の設問の教職員

の肯定的回答が 90％以上 

① 職員会議、校務運営委員会、学年会、

時間割に位置づけた生徒指導部会や教

育相談部会等を通して、職員間の共通理

解を深め、協力・連携に基づいて協働で

職務の遂行にあたる体制づくりに努め

る。 

② 一人一人が意識して「明るく活気あ

る職場作り」に努めるとともに、「報・連・

相」がスムーズに行える「風通しのよい

職場」を作り出していく。 

Ｂ 

【達成状況】教職員の肯定的評価が 97.6％

で、前年度を 2.3 ポイント、指標値を 7.6 ポ

イント上回っている。学校独自の質問のた

め、市の平均は出ていない。 

【次年度の方針】教職員が「明るく活気ある

職場」で働いているということは自ずと生

徒に好ましい影響を与え、良き教育活動が

行えるのは自明の理である。この肯定的評

価が 97.6％というのは、教職員が本校を職

場として「働きやすい」と認識しているとい

うことで今後もこのような高い数字が維持

できるよう、お互いに助け合いながら「風通

しのよい職場」を意識していく。 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ５ 教職員は道徳教育

の推進を通して、生徒

と教師の相互理解に

基づく温かい人間関

係づくり、心豊かな生

徒の育成に努めてい

る。 

【数値指標】全体アンケー

ト「先生方は道徳の授業を

熱心に行い、私たちの温か

い人間関係づくりや豊か

な心の育成に努めてくれ

る」の生徒の肯定的回答

80％以上 

① 全学年で実施する、学年体制で取り

組む道徳研究授業と校内研修、全時間分

の資料と展開例の整備と活用等を通し

て、教職員一人一人の指導力向上に努め

る。 

② 道徳の授業と日常の教育活動の関

連を図った指導を通して、生徒の道徳性

を育むとともに、学校生活の向上や生き

方の探求に努めようとする態度を育て

る。 

③ 保護者に本校での取組を知っても

らうために、ＨＰを利用した情報発信を

今後も続けるとともに、授業参観や学校

公開で道徳の授業を参観できる機会が

もてるよう検討する。 

 

【達成状況】生徒の肯定的評価が 95.5％で、

前年度を 3.5 ポイント、指標値を 15.5 ポイ

ントも上回っている。学校独自の質問のた

め、市の平均は出ていない。 

【次年度の方針】元々本校は道徳教育に力

を入れてきたが、今年度から「道徳」が教科

化されたことで、さらに生徒が「先生方が道

徳の授業を熱心に行ってくれている」と感

じてくれている数値が出ている。教科化さ

れた道徳の授業に関しては、年間指導計画

（自校化）にしろ、授業の展開法（特に授業

ごとの課題の提示と振り返りを必ず行う）

や評価法にしろ、たくさんの課題がある。外

部や校内での研修を充実させ、教職員の授

業力を高めていく。また、公開授業等で保護

者に実際に参観してもらい、アンケート等

で意見や感想をもらい、授業に生かしてい

くようにしていくことも大切である。 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
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【総合的な良い点】評価者である教職員（いわゆる「自己評価」）、保護者、地域住民、生徒の肯定的評価が 80％を超える項

目が 79％にも及んでいる。また、肯定的評価が市の平均より高い項目が 60％に及んでいる。これらのことは、本校の教育活

動が総合的に「肯定的に受けとめられている」ことを表している。 

【具体的な良い点】特に肯定的評価が高い項目が、「中学生としての根幹を成す人間的な部分」であることが本校の特徴であ

り、誇れる部分と言える。具体的には、Ａ１「生徒は、進んで学習に取り組んでいる」（本校平均 92.0％、市平均 90.2％）、

Ａ２「生徒は、思いやりの心をもっている」（本校平均 92.0％、市平均 88.5％）、Ａ３「生徒は、きまりやマナーを守って、

生活をしている」（本校平均 94.3％、市平均 91.0％）、Ａ４「生徒は、時と場に応じたあいさつをしている」（本校平均

94.0％、市平均 89.6％）、Ａ１４「教職員は、いじめが許されない行為であることを指導している」（本校平均 91.3％、市平

均 89.7％）、Ａ１７「学校は、活気があり、明るくいきいきとした雰囲気である」（本校平均 91.8％、市平均 92.1％ ※市と

ほぼ同じ）、Ａ１９「学校に関わる職員全員がチームとなり、協力して業務の効率化に取り組んでいる」（本校平均 88.4％、

市平均 87.4％）などの質問項目である。これらが高い数値を示していることが、現在の本校が落ち着いて秩序のある中で正

常な教育活動が日々、行われている代表的な数値と言える。さらに、本校独自の質問項目で、市の平均は出ていないがＢ１

「教職員は、自己の役割と責任を自覚しながら、連携と協力を通して、明るく活気ある職場作りに努めている」の教職員の

肯定的評価が実に 97.6%に達しており、全員に近い教職員が本校職場を「連携と協力があり、明るく活気がある」と認識し

ていてくれることは、生徒への教育に向かうエネルギーの前提としての居がい、働きがいのある職場であるということを表

していると言える。 

【具体的な改善の必要な点】今年度から、新しい学習指導要領の移行期間が始まり、2021 年度の完全実施に向けて、本アン

ケートも初めて出てきた質問項目が多い。そのような質問項目の数値が低いので、これからの大きな課題としたい。例え

ば、Ａ９「生徒は、宇都宮の良さを知っている」（肯定的評価：本校平均 65.3％、市平均 66.8%）、Ａ１０「生徒は、ＩＣＴ

機器や図書等を学習に活用している」（本校平均 67.4％、市平均 67.9％）、Ａ１２「生徒は『持続可能な社会』について関心

をもっている」（本校平均 54.8％、市平均 55.7％）などである。これらは、現代社会の課題の解決に向けて欠かせない質問項

目であり、これらの数値を上げていく努力を本校はもちろん、市全体、国全体で進めていくべきであろう。 

また、近年の「働き方改革」に関する昨年度からの新たな質問項目としてのＡ２０「学校は、教職員の勤務時間を意識し

て、業務の効率化に取り組んでいる」（本校教職員前年度 58.1％⇒今年度 69.8％、市教職員前年度 60.2％⇒今年度 67.5％） 

については、本校は前年度に比して 10 ポイント以上上昇し、市の平均も上回ったが、まだまだ良い数値とは言えない。今

後、さらに業務の効率化等に取り組み、勤務時間の短縮に結び付けていく必要がある。そのためには、部活動時間の削減も

大きな課題であり、難しい課題である。 

 

７ 学校関係者評価 

・上記の〔総合的な評価〕にあるように、特に肯定的評価が高い項目が、「中学生としての根幹を成す人間的な部分」である

ことは素晴らしい。秩序が守られ、落ち着いていながらも明るい雰囲気の中で、生徒の学校生活が送れていることは、おの

ずと学習成果は上がり、行事等も盛り上がり、部活動等の活躍も顕著となる大きな要因であろう。今後も、そのような雰囲

気を持ち続ける学校であってほしい。 

・教職員が職場を「連携と協力が成され、明るく活気がある」との肯定割合が 100％に近いことは素晴らしい。教職員が伸び

伸びと働けて初めて生徒の教育に真摯に向き合うことができるであろう。「風通しの良い職員室」を今後も続け、教職員にと

って居がいや働きがいのある職場であってほしい。 

・「宇都宮の良さ」や「ICT 機器」、「持続可能な社会」、「働き方改革」などが中心的なワードとなる新たな質問項目について

は、本校も市も決して高い数値とは言えない。今後、本書の各項目における【次年度の方針】等を具体的な方策として実施

していく必要があろう。 

・教職員や生徒あるいは地域の評価が高いのは分かるが、保護者の評価は決して高いとは言えない。決して数字が上がれば

良いと言うわけではないが、何らかの対策を立てると良いと感じる。 

・上の保護者の評価が低いという中で、特に学校独自の「生徒は分からないことについて、先生に質問している。」の項目が

低いのが気になる。教職員や生徒は高い数字が出ているので、実際には授業中はもちろん、昼休みを含めた休み時間や放課

後等を利用して、質問をしている生徒も多いことが推測される。このことが、保護者にしっかり伝わるような方策をとると

良いだろう。学習に対して、質問する生徒であってほしいことは多くの保護者の望みであると思う。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は、文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
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・本校の教育活動や学校運営については、前年度までと同様に全体的に肯定的に評価されている。特にＡ１「生徒は、進ん

で学習に取り組んでいる」、Ａ２「生徒は、思いやりの心をもっている」、Ａ３「生徒は、きまりやマナーを守って、生活を

している」、Ａ４「生徒は、時と場に応じたあいさつをしている」、などの質問項目が高い数値を示していることが、現在の

本校が落ち着いて秩序のある中で正常な教育活動が日々、行われている代表的な数値と言える。しかし、これらの項目は小

学校低学年のうちから指導を繰り返していく必要があるため、今後も学校園における小中一貫教育に力を入れ、小学校との

連携に努めていく必要がある。 

・Ａ１４「教職員は、いじめが許されない行為であることを指導している」については、教職員や生徒の評価は高いが、保

護者の評価は決して高いとは言えない。保護者にとって、「いじめ」については大きな関心事であり、心配事である。本校

は、常に「いじめ」に関しては早期発見、早期対応に努めており、小さなトラブルのうちから指導を入れていくよう共通理

解が成されており、いじめの発生率は低く、発生した場合の解消率も高い。保護者に対して、保護者会や家庭訪問、三者懇

談等を利用するなどの方策で、安心して本校に通わせることができることを説明すると共に、常日頃より、トラブルが発生

した場合には、小さなことでも保護者と個別に連絡を取り合い、協力を仰ぐことに力を入れていくことを大切にしていく。

また、小学校とも連携し、小学生の頃の人間関係の情報もしっかり把握し、学級編制や学級の班編制等に十分な配慮を行っ

ていく。 

・Ａ１４に限らず、全体的に教職員や生徒の評価が高いのに対して、保護者の評価は決して高いとは言えない。保護者に対

して、本校の良さをさらに知ってもらうためにも、保護者会の中に授業参観や学級懇談の機会を増やすなどの方策を取って

いく。中でも、「学校関係者評価」で指摘された学校独自のＢ４「生徒は分からないことについて、先生に質問している。」

の保護者評価が低い点に関しては、授業中に、生徒が盛んに分からない点を質問している様子や、ＴＴ授業等で、先生が机

間指導により個別に理解の遅れている生徒の支援をしっかりと行っている様子を見てもらう。また、本校のＨＰを充実さ

せ、授業の様子などの画像もまめにアップしていくと共に、学校だよりや学年だより、学級だより等の各種たよりも定期的

に発行し、学校での取組を保護者に啓発していくことも大切にしていく。 

・Ａ１７「学校は、活気があり、明るくいきいきとした雰囲気である」、Ａ１９「学校に関わる職員全員がチームとなり、協

力して業務の効率化に取り組んでいる」、Ｂ１「教職員は、自己の役割と責任を自覚しながら、連携と協力を通して、明るく

活気ある職場作りに努めている」などで教職員の評価が非常に高い数値を示していることは、教職員にとって、本校職場が

働きがい、居がいのある良好な状態にあり、風通しの良い職場であることを表していると考えられる。教職員が、良好な心

身の状態で生徒に向き合うことが、正常な教育活動が成されていく大きな要素である。今後も、教職員が気持ちよく働ける

ような雰囲気を、皆で協力しながら作り続けていくことを大切にしていく。 

・例えば、Ａ９「生徒は、宇都宮の良さを知っている」、Ａ１０「生徒は、ＩＣＴ機器や図書等を学習に活用している」（、

Ａ１２「生徒は『持続可能な社会』について関心をもっている」などの新しい質問項目があり、評価は本校も市も高いとは

言えない。これらは、現代社会の課題の解決に向けて欠かせない質問項目であり、これらの数値を上げていく努力を本校は

もちろん、市全体、国全体で進めていくべきである。本校においても校内研修の充実を図るなどの具体的な方策を取ってい

く。このことは小中一貫教育において、小学校と連携していくことも重要となる。 

・近年の「働き方改革」に関する昨年度からの新たな質問項目としてのＡ２０「学校は、教職員の勤務時間を意識して、業

務の効率化に取り組んでいる」については、本校は前年度に比して 10 ポイント以上上昇し、市の平均も上回ったが、まだま

だ良い数値とは言えない。今後、さらに業務の効率化等に取り組み、勤務時間の短縮に結び付けていく必要がある。 

 

 


